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生命科学図書館20周年 

 

 「人体解剖図」というとみなさんはど

んなものを思い浮かべられるだろうか。

流通しているものは、わかりやすさ重視

の模式的なものから、実際に人体をスキ

ャンして作成したかなりリアルなものま

でいろいろとある。ただ、共通して言え

るのは、 practical な図として作られて

いるということである。そういった現代

の常識からいうと、昔の人体解剖図はと

ても異質だ。 

 洋の東西を問わず、近代まで解剖とい

う作業をすることは忌むべきことと考え

られていた。そのため、人体を解剖した

ことがないにもかかわらず、解剖図を描

くということが多々あったようである。

宗教的な内容に従って描かれたものもあ

れば、サルなど人間以外の動物を参考に

して作成されたものもあった。 

 また、とりわけ近代の西洋世界におい

ては、人体解剖図が芸術作品として作成

されることも多かった。まるで生きてい

るかのような骸骨人の解剖図や、サイな

どの動物を背景に解剖図が描かれている

ものもあった。 

 

 「人体解剖図」という１つのキーワー

ドから見てみるだけでも、過去の人々と

現代のわれわれとの物事の考え方の大き

な違いを垣間見ることができ、企画した

我々も非常に楽しい展示でした。展示し

た図書のリストについては生命科学図書

館のホームページにて公開しております

ので、よろしければご覧ください。 

 

企画： 

藤江雄太郎 

白石真之 

 

 

連続展示第１弾(7-8月) 

阪大anatomica～世界の人体解剖図 

情報化時代の大学図書館 
  医学系研究科名誉教授 小野啓郎  

 

 江戸時代後期、日本を訪れた外人が驚い

たのは庶民の識字率の高さであった。子供

や農夫に至るまで文字が読めるというの

は、当時の西欧先進国でも“信じられな

い”ことであった、という。その秘密が寺

子屋の普及にあったことが今ではよく知ら

れている。お師匠さんにならって、素読す

るのが教育の基本であった。 

 文字を大切にする国民性もまた大いに

与っていたと思われる。漢字交じりの平仮

名文が、この国の急速な近代化に貢献した

ことは間違いない。書かれたものを大事に

するこの国では、公家社会も、近代以前の

藩校も民間の塾もそれぞれが図書館を持っ

ていた（図書寮、芸亭‐うんてい、金沢文

庫、足利学校など）。 

 明治・大正期、貧しい新興国日本が、開

拓地と植民地（朝鮮と台湾）には大学と図

書館の整備を優先させた。太平洋戦争期の

占領地にはそうする余裕もなかっただろう

が。 

 敗戦後、アメリカ民主主義が日本を変え

た。文教政策が学校教育システムを一変

し、それを支援する形で大学図書館の充実

が図られた。China Medical Boardから

の資金援助、図書館システムの近代化、英

文書籍の寄贈がこの国の古い医学と医療を

変えていった。一方で、情報の蓄積と処理

技術の進歩も予想をはるかに超えた。 

 20世紀の末、パソコンの普及でイン

ターネットアクセスが自由になると、無料

検索サイトPubMedが情報収集の広がり

と研究のスピードを一変させた。 

 そして21世紀である。大学も大学図書

館も変身し続けている。図書館が、もはや

教育や研究の現場と切り離せないことはい

うまでもない。図書館が時空を超えて情報

の結節点となった今日、職員の任務と貢献

度は昔日の比ではなかろうとつくづく思

う。 

 大阪大学の生命科学図書館について懸念

を二つ： 

 一つは儒教文化

圏からイスラム文

化圏へも対象を広

げる必要がありは

しまいか？ 

 今一つ。加速す

る情報リテラシー

の進歩にマッチし

ているのかしら？

と い う 懸 念 で あ

る。（終）  

書架や机がないと、か

なり広く見えますね。 

電子ジャーナルの普及

により、新着雑誌展示

コーナーは今年なくな

りました。 

生命図＠建設中 




























